
ア厨不満加1飼料が肥育豚の発育な  

ら びに屠体褒疇に硬ぼす影・響に  

フ い て  

宮tll大夫  菅常葉矢印  大局昭せ   

／ 冒  均  

肉豚生褒睾の約占♂％監占めるどし、うれてしlる飼料笥を如何にしこ蜜威   

するかは、肉豚肥竜亭邑菩における頸各室頚な琴頚の一つごある。  

＝の飼料季節滅のため、果菜和宏㊥めとする都市間並の一切の璃政では   

従前かろ生計不良春鉄鋼線として別間しこ竺たが、何命蛙香木ば曙魔し貫   

く、崎・に重要tこおけるその利府にl蒜、嫁の標輝解盤上充分なる配慮を腔穿   

とするため、未だ向伏壊痢lこおける給与試筆削希少なく、咲ってその飼料   

時価債およぴこれが陀包縁の牽苧なちびに内項に軍1芸、す彩壁零について調   

査するため、本試敬重英煎した。  

2 試取オ承  

l）・嘲   同  

好和3ク卑占胃ワ白から／♂芦卜夏E＝李ど   

2）候補豚舟さび軟禁区分  

オ／貴  供武略（⊇一アシヤー智）  

血  洗  

父隠3S－いンヒココーエーヲ戎刀づしド  ／   2   3   《  平均  ／   ．2   3一’  攻  謡瑠   

尊叶4り－ドナドリミラマ／－3  舎  含  ♀  診  ○ ‘「‾  

喋試 降 壇 算 日 日   拝顔  K多   

／ダ、7   ′〟、ヂ   

3）厨不の刻軍方葛  

哀歓竣に便牒した新市博、5胃からア胃に亘って三無苧ど亀課したも   

のご野乗葛と果葵頂が主体（全訝不ヰ牒＝hク猪）ご、その他の乗芥碍、   

襟吸および泄不（会所不中約／ク％）ば庶タトし、ニの送別された鑑厨市   

乳語環被ど粉砕し、煎瑚理宜行クた毛のに搾歴気分御薗g壬どする酵酵   

薗を滞胡了して殴解さ也、これ電動二乾魚粉終して慌希ノ蛙萱らたせたもの   

を便喝した。  

＿∠g」   



4）結与飼料   

そ＝副本の抜膵蔓コクト多から5クド伊東苗宝前卵、ざク彗戸山上ダ♂  

ド多芸でを後刻とし、＝の明細鮎区にlよ、豚を椚巳力襟足閏料／買方よ   

ぃト2乞空夢与し、試登遂には、有rt鷹匠餌料lこ本麻布之g％からヲ〟抑吉   

ど配合した与の菅巷草餅科とし、分析表び、簡化キ潔琴の結滞カ、ら、卵不   

の畏現によって不疋する菜希分家礪榛するためし 王乙して可清化養分撞   

着五重準として、津2羨のと育り、荊斯飼料にぼ大更相星、紛朝田利に   

店、玉濁禿温そノi－1哲lれ掃かUしたっ   

津2表  鈴与飼料  

帯  簸  区   

府民商科  
寵今だ銅ろ  

滞叩辛  
％  よ％        ／コ 日  2J乳2三甥  

！   ／∠）  ／〟、女♂  占7、3ワ  き  コ∫′～フグ   
上乙  

とうもうこし  コ∂、ク0  30、00  コ♂  ‘ク・よ・  ヱ9一、毎   
難   

‖ ‖  
3♂  吾占7、♂ノ  

Ⅵけアル7声ミづレ  ゞ、クク  エリ0  塵  S♂・－j〃  

農   粥  ヨ   も 今 レ   
£身～ク∂ 

クク～％   

…萄岸紺ルシフム  ト⊆0  トど0  註1、本茂嘗出上の碁歴     とし丁こ  所帯、櫛嬢困惑・   萎欄値   

野 市 ロCP／／、ク  

TDN 占ク、∂   
gゴ、ぐ   

事ビタミンA．p  0、10  ，∂、I∂  i2．粁謄区飼料の弄覇牒潤   粧爛酎服％  ¢、SO  ♂、SO  ≡        食  急呈¢、SO   び、∫0  大豆埠   ／′   シ㍉ク、ク   ク   7占、⊆  さネヲル喜0、10   ¢、け  玉萄語    ケ    ア、S    〃             きどずミンβ局舎体 ∂、0⊆   0、OS  ． 一 言 ㌻cp′タ・〃古 TDN‘クJ倉」   
S）管 ；空  

媒試称ぼすべて間口女ズ、奥行ダ尺の豚毎に収容し、飼料の除草方該   

その他一舵l■母驚智作罵はすヾて修層閃熊力挨長の垂準に終って芳紀した。  

占）珊苫頭声及び珂温石預   

イ 発育商科  

体委御足き重層ノ屈サ苅／♂狩30今に梧い、発育ば茨全裸鱒する  

一∠∠－   



ヒ■と∴毛・こ、深慮の何科街与奪重褒め、ノ日乎樽僧体浬、財粗摺裔督欝   

について寵窮し、艶召終了後、／ロ乎増境線妻、／Kぎ應＝本阿孝司消   

化寄か訟昔年にさって、皮膚を判定した。  

ロ車種東雲   

る老体グ♂k多到皮臼星もつぞ貯負を終了し、／日経食後葛徴解体   

星行い、灼ブタ時間清談根冷換、蓉内緒力後足に規定する巧濱tて彼tl   

る額イ正の測定色々千った。  

なお、柊威令の礪更について紹L ≡升5、オ＆閏准間切師部仏産下Jて   

おける葛隋帯おさび管最喪帯lこついて分析をづ守った。  

ノ＼ 分析表が消化平試吸  

瞑斬飼料の一級紅虜おさが消化率試磯l式日水天琴努二象義飼牒牒牒  

室「こおし1て葉弛し、マベこ常法に従って行わわた。  

3 拭賛痘寮おぶび考轟  

（／】僧体あ、よ〆／尺多頭体印章可凋イヒ薇旬終塁  

試験琴南中味試豚は⊥－すヾて噸矧こ薄雪し、第3畏に東すとおり、試  

験賄南中の軒零巳数は、▼村象区／／ヱ±身冒試験層／／∫工9日で▼、・ま  

た・／・日平均噂体屋にづいても、豪「象区占フ∫工．≠古漬革贋区▲∠ユダ土  

加算ヒ両区の何に殆んど塞かなかった。  

才k、試験斬回申の同区の閏科薄幸き及び／K祭儀体に学したTPN  

費は、オ4表lこ禾すとおりであり、款項屡の簡飼料滞葡署中所帯の割合   

lま、悶／∫％と串った。  

恕∴β、試験区ば、厨不前知による環薮倉の不足＿萱大要抱、とうちろこ  

しご廊足しこい呑ので、簡科哨兼官は当質多＜なってし＼るが、／鞭璃  

体に要したTPN更については、和牒＝星ヱノヱ3エ久／古隼＼常教区、  

12、／三三久コ川βと南無羨がなかった。   

オ3諒  鮪蓼ヨ離反び1日キー笥増体重  

区 分   
生 燦 甘 今  所 要 日 常  

スOK伊碍  g∂吻碑  声フ関崎  前 期  額 郭  全期同  前 期  甥 鬼  今朝伺   

鮒賠区  碑ヱう日  ／32、瑚  ／飢；、2富田  ∫及占ゆ日  古久クク目  ／／ヱ、∂∂日  ．三笠訝  ク☆∂夢  d之S才   ±0、9／  工4、ユノ  三ク象ユ  土ゲ、dる  ±3、‘る  土曾、3ク   土ぐヂ  王が   
軒療 区  ガ、怒  ′j八2g  ／尻貝〝  、ぐ占、∂∂  ふ≦．クg  ／／フ．7」㌻  、㌻ラフ   7／′  ♂．～身  

工よ7二⊇  王㌫（汐  三富、占3  ±ヱ、コぐ  土ア、／g  ±賃／J  土冴  工舘  王、ぐ∂   

‘1ざアー   



牙4表  飼料璃貴重及び、／K訝感触耶賓T P N魯  

飼  料 ：当   桑  塁  ／F許僧 体 呵 要 Tロトい曇  

区 分                    止  餌 糾  後   帯  全 期 間  霹1  軸  晩  婚  金 網 国   

桝照区  参ス灸〉±スタク  ／必窄む‡〝Jク  エフ段ガ三／7彪  ノ、9宛±久政2  ヱ傘フ／±久／クコ  プ、22クエ戊′f∂   

欝硬区  界ガ±デフさ  占q′？三／烈鳩  ガムgアニ2只野  ∧＆は三ク、2ユダ  之337三伏コノ〃  ヱノ／き王aヱβ   

（ズ）葱体．1j潜芯嘩  

盲†㌣竃蔓㌍■j■しご1・f・こさ試担こエーく解体しごヰ；ヲ久に；⊥い詞長空行ったか、吾   

安置ム彗・豚については．首線睾ぞ・、あったため、ギ下脂肪属の決着、箔略   

号瑚の諒三等に喜キの督蜜がぐ1たため、成績の集計介らば瞭外しだ，  

牽前古印の洲たなろびに河鹿荷票虻、牙古貫かちガム悪に斤すとおり   

ご、最肉声笥、．葛体合胡の凄三、尺別閃梓の割合、釆肉、胎齢の管、夜   

ニ、肉じ葺り■苛政閃の一喝和也上りば勘二ついてIす、両区の和こ大空な   

膚遇が閉められなかったが、夜肉詞上穴雲な指標となる嘩膵防層中考の   

声土lこついてば、ソム案に市すとおり屠が碍められだ。  

すむわち、常摺防腐平河（属、宮、膠）におしlて、柑囁区3、ヱ夢±   

♂、〃3c〝t・試取直スタクエク、甘言c少しと軟骨望が要子すぐれ、将に帝   

の啓ご におし、て博、打常匡4、ユユニ♂、ブタこれ武礫琶5、g占二：♂、ゴ♂物   

と朗らかに繁くft＝占、′／フ∵とこ＝三4、ク3（水雲ニク、♂／り覇者羞が  

喪牒ぃちわた。ニのニヒは、牙ク悪からオ／♂表に六す、終年飼料の担御   

離含凄・lごよる彰感ではない一かこ葛入ら十てる。  

きた、・笥肇長研£よてド 背鰭弥の化晋咄、物逆転姓、1・だについては、升   

ワ茨に昂すくおりご、両区閂に亜成上の安居ば躯めら力なかった。  

ー∠β－   
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（3）市布の肥薯政に対する館料嘩悟 

所布の一級包蔵ば、オ∂茨のとおりご、毒手喜帝によって変化ボあるが、  

裟顕布どは大体更科牧草径嘩の狩賓価値が診るものと雫われる。  

茶試唆の研料・とした醗酵索敵阿布の一戦組成匿、チタ表のとおりど、あ  

り、汰象4牙K♂から∫♂K才まごの肥脅豚宏固い＼本筋布と専管穀草  

魚の混合飼叫麦田いて硬化クロ4壊によって璃叱率を詞致したとこる牙   

／♂責のとおりごある。＝の輩異に塞きオア表の乎樽値からその可卿ヒ  

春分宏計常するとオ／♂－3泉下級のさうになり、髄鞘乾免許布の飼料  

呵価値厚圧ぼ舵脂氷粗葎寅の発展価が如椅どきる診のと植斉ごれた。  

このことlま、前記肥育試験lこおげる語囲穣の拓昇から宙敏明ユれた缶  

のと考える。  

たど、その時解放にフいては、J♂％置喪の配合を朽ラヒ、埠頭粒食   

膏や食盛会暑が易し1ため、相割こ減退するようど牒つ 

寿ぎ表  貸固芥の一級亀城の啓開均斉杷  

閂 刹  水   分  敬愛白牒■  岨．指肺  眉∴鰊 ＝鮭  河港帝星乗物  灰  分   

7 胃  ♂♂、ヱ∂％  J、♂♂％   ク、d9％   ／、ダク％   ダ、∠プら   ヱ、dタ％   

〃円  7ス．々ク   〃、・∫攻   ／、／ダ   ヱ、／〃  ／ク、∫古   〃＝′き   

7日  ∂々、ア∫   4、ク／   ノ、ク∠   ノ、j☆   7、♂ ■7   ／、ク7   

／∂R  才∂、／ク   2、フク■   ／、／∠   ／、〃／   タ．々／   ヱ、′g   

乎 将  ♂／、ヱ占   〃、ク♂   ／、ク．ヱ   ／、占ヂ   ク、／ク   2、‘ケ蚤   

努ク案  醗酵乾燥厨布の一飯組床  

区 分  ，k  分  観蛋白寮  屯 靖旨 齢  童 繊種  訂藩無堅莞俄  沢  ・分   

Npl   ／∂、クク％  ／′7ノ／％  一 ／′   p、ヱ占％  〃ヱ．占プ♭  ／コ、々7％   

No．2  ／j、ヱク  ／占、ク∠   ∠、々コ   ダ、4ク  4．コ、ク／  ／ヱ、才女   

N0 3   ／二㌧／ク  ／丘、占女   合、g葺   7、S／  々♂、∫デ  ／ぐ、〃き   

No4  ／∫、Jぶ  ／々、8ユ   7、き、∋   d、訝旨  〃ク、コ古  ／∫、／ク   

No 古  ／J、∠ユ  ・／g、クJ   伊、7二∋  ／ク、／ア  3∂、73  ／∋、7ク   

染 侶  ／8、女デ  ノよ、占3   ク、∠4   ♂、〃∠  女ク、き4′  ／3、タ☆   

－アクー   



努′♂表  常にょる所帯餌料の消化阜（殆）   

／∂－／   厨不／：専蛋薙／の肇化草炭栄蕎価  

区 分  ホ倉  粗蚤匂魯  敵蚤頁頑  粗脂粉  毯紺鮭  官脚物  灰：分  TPN   

成 分  ／′．ヱ、∋  ／3、ぎ／  ′♂、ヱ8  ∫、上戸  占、〃〃  ∫∫、古ノ  ア、ヂや  

浄化李  7ク、ヱ占  ク、ぐ、／∂  ∠∫、クク  ヱ∂、☆・言  ∂2、タ☆  

町淵と賛倉  ／♂‥占7  7、6P  3、占ぎ  ／、♂J  ぞ占、ク々  g身、∫ク   

／クー2  専琶窺の消化雫及宋廉価  

区 分  水 分  輝度白輿  絶蚤匂牒  乳脂貯  粧硬陛  可議頼義物    釆 分 TPN   

成 合  ′／、∂∋  ／J、厨ク  ／♂、タ々  ア、ダ♂  すイJ  ∫∫．／ノ    〃、ク、r  一   

佃化車  ∠∂、アタ  ♂ク、クヂ  トタ∠、ク3  ヱ〃、ク／  くタコ、∂占  

開化着分  タ、女声  才、ク∠  グ、∫∂  ／、∂ア  4ぶ、3タ  ｛   クア、P∂   

／♂－3  乾酪窮，乗軒布の可萄叱琶分  

窒二・勇  固形物  牡変色項  舵賓自棄  怒佑胚  d：／紹・享  御物  T［）N  碍旨：考   

讃叱率  フ2、7二≡  鼻∫、ア3  フク、エフ  3£．フ∵7  3ヱ、／ダ  才j、告ニ≧  

訂灘鱈扮  ／／、∂∫   7、／ダ  コ、クク  2、♂7  々∠、jd  g〃、クg  弟北軍試現 lニまる   
′  ／ヱ、3ヂ  ．フ、7、∋   ユ、7．之  き〃、／♂  ∫g．、ヲ∫  牙ワ最中増 イ昆より軒軍  

〃 要  因  

本誤電は、取の記包飼料として、所帯の飼料昭像ならび1て所帯添加間料  

か庖何に噂体竿の旬料効果および荘肉塊に教習するかといろ鼻を明らかに   

する冒特産もって実施したもので、ぞの徳黒から概ね次のことを者巽し借  

■l；て・、   

l）所帯払乾草燥飼料の飼料時価偲ば、職牒、DCP／／、TD N占∂覆  

貰どあった。  
＼   

ヱ）絶与餌料の縛ナく軍産喀利嗣することlこよって、背部階防腐の蟹座蛙  

を塵瑚糾する傾向が郭あち．れた。   

3）給与飼料の紆／∫％春寒の初市どは、赤肉倉よが環下脂肪の化亨喝、  

物理閲組成には、殆んど劉ヒが認められ鱒かった．  

ー7／－   


